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年の概況報告

1．東京都の新登録結核患者数は 1,187 人、罹患率は 8.4 と 3 年連続で罹患率が 10 以

下となった。前年からの患者数の減少率は 0.3%であり、2023 年の減少率と同程度

の減少幅となっている。全国では 2024 年の新登録結核患者数は 10,051 人、罹患率

は 8.1 であった（p. 2 参照）。

2．東京都の結核罹患率は、全国において高い順で 2023 年は 15 位、2024 年は 17 位と

なっている。2024 年は 41 道県が罹患率 10 以下となっているが、東京都は全国と

比べ依然として高い状態にある（p. 3 参照）。

3．年齢階級別結核罹患率は、全国と比べると、5～9 歳、20～29 歳、80～89 歳を除く

年齢階級で高い値であった（p. 6 参照）。

4．年齢階級別構成割合の年次推移は、30～40 代、60～80 代で減少した一方、0～9 歳、

10～20 代、50 代、90 歳以上で増加した。全国と比較すると、70 歳未満の占める割

合が依然として高い（p.8 参照）。

5．新登録有症肺結核患者が発病から初診に要した期間は、1 か月未満が 44.8%であり、

3 年前（2021 年）より 0.7 ポイント減少した。初診から診断までの期間は、1 か月

未満が 72.2%で、3 年前（2021 年）より 2.0 ポイント減少した。発病から診断まで

に要した期間は、1 か月未満が 29.5%で、3 年前（2021 年）より 1.9 ポイント減少

した（p.13 参照）。

6．外国出生患者の占める割合は、22.7%となり前年から 5.4 ポイント増加し過去最大

の割合を占めた。全国では 19.7％となり、2008 年以降増加傾向が続いている（p. 14
参照）。

7．年齢階級別新登録患者中の外国出生者の割合は、前年と比較して 15～19 歳、20～
29 歳、30～39 歳、40～49 歳、50 歳以上で増加した。特に 15～19 歳、20～29 歳

では比率が 7 割を超え、増加傾向が続いている（p. 15 参照）。

8．年末時活動性結核有病率は 5.8 で、80～89 歳を除く年齢階級で全国より高い値とな

っている（p.23 参照）。

9．結核による死亡率は 1.0 で、前年から 0.3 ポイント減少した（p.32 参照）。
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1  新登録結核患者の状況

（1） 新登録結核患者数及び罹患率（人口10万対）の年次推移

患者数 罹患率 患者数 罹患率 患者数 罹患率 患者数 罹患率
2004年 2004年
2005年 2005年
2006年 2006年
2007年 2007年
2008年 2008年
2009年 2009年
2010年 2010年
2011年 2011年
2012年 2012年
2013年 2013年
2014年 2014年
2015年 2015年
2016年 2016年
2017年 2017年
2018年 2018年
2019年 2019年
2020年 2020年
2021年 2021年
2022年 2022年
2023年 2023年
2024年 2024年

注：　旧分類は非定型抗酸菌による患者数を含むが、新分類では含まない。
       2004年より全国の非定型抗酸菌陽性数は非公開となり、東京都でも2007年より新分類のみの登録となった。

　東京都の新登録結核患者数は1,187人、罹患率は8.4と3年連続で罹患率が10以下となった。前年からの
患者数の減少率は0.3%であり、2023年の減少率と同程度の減少幅となっている。全国では2024年の新登
録結核患者数は10,051人、罹患率は8.1であった。

旧分類 新分類
全　国東 京 都 全　国 東 京 都

年 年 年 年 年

東京都 （非定型抗酸菌陽性を含む）

東京都 （非定型抗酸菌陽性を除く）

全国 （非定型抗酸菌陽性を除く）罹
患
率
（
人
口

万
対
）

2
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（2） 都道府県別新登録結核患者罹患率（人口10万対）

全 　国

北海道 ※

青   森
岩   手
宮   城
秋   田
山   形
福   島

茨   城
栃   木
群   馬
埼   玉
千   葉
東   京
神奈川
新   潟
富   山
石   川

福   井
山   梨
長   野
岐   阜
静   岡
愛   知
三   重

滋   賀
京   都
大   阪
兵   庫
奈   良
和歌山

鳥   取
島   根
岡   山
広   島
山   口
徳   島
香   川
愛   媛
高   知

福   岡
佐   賀
長   崎
熊   本
大   分
宮   崎
鹿児島
沖   縄

※ （　）内は罹患率の順位（小数点以下第2位で四捨五入し、同率の場合はさらに下位まで算出して順位決定）

　東京都の結核罹患率は、全国において高い順で2023年は15位、2024年は17位となっている。2024年は
41道県が罹患率10以下となっているが、東京都は全国と比べ依然として高い状態にある。
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（3） 都道府県別新登録結核患者罹患率（人口10万対）の推移

2004年 2014年 2024年

大 阪

東 京

兵 庫

佐 賀

鹿児島

福 岡

京 都

岐 阜

愛 知

沖 縄

奈 良

長 崎

和歌山

静 岡

高 知

大 分

徳 島

青 森

神奈川

香 川

千 葉

鳥 取

熊 本

岡 山

山 口

埼 玉

石 川

滋 賀

三 重

富 山

福 井

茨 城

宮 崎

愛 媛

広 島

島 根

栃 木

新 潟

北海道

福 島

宮 城

秋 田

群 馬

岩 手

山 梨

山 形

長 野

大 阪

長 崎

和歌山

京 都

東 京

兵 庫

愛 知

香 川

大 分

沖 縄

鹿児島

岐 阜

奈 良

徳 島

熊 本

佐 賀

福 岡

高 知

宮 崎

鳥 取

神奈川

千 葉

埼 玉

青 森

静 岡

福 井

島 根

広 島

愛 媛

茨 城

岡 山

三 重

石 川

栃 木

岩 手

富 山

滋 賀

山 口

山 形

北海道

群 馬

福 島

秋 田

新 潟

山 梨

宮 城

長 野

大 阪

徳 島

大 分

岐 阜

和歌山

京 都

福 岡

沖 縄

兵 庫

長 崎

三 重

鹿児島

愛 知

山 口

香 川

奈 良

東 京

岡 山

千 葉

佐 賀

石 川

茨 城

広 島

埼 玉

福 井

熊 本

静 岡

愛 媛

群 馬

高 知

秋 田

栃 木

滋 賀

富 山

青 森

宮 崎

神奈川

島 根

岩 手

宮 城

鳥 取

福 島

北海道

新 潟

山 梨

長 野

山 形
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岡 山

山 口

埼 玉

石 川

滋 賀

三 重

富 山

福 井

茨 城

宮 崎

愛 媛

広 島

島 根

栃 木

新 潟

北海道

福 島

宮 城

秋 田

群 馬

岩 手

山 梨

山 形

長 野

大 阪

長 崎

和歌山

京 都

東 京

兵 庫

愛 知

香 川

大 分

沖 縄

鹿児島

岐 阜

奈 良

徳 島

熊 本

佐 賀

福 岡

高 知

宮 崎

鳥 取

神奈川

千 葉

埼 玉

青 森

静 岡

福 井

島 根

広 島

愛 媛

茨 城

岡 山

三 重

石 川

栃 木

岩 手

富 山

滋 賀

山 口

山 形

北海道

群 馬

福 島

秋 田

新 潟

山 梨

宮 城

長 野

大 阪

徳 島

大 分

岐 阜

和歌山

京 都

福 岡

沖 縄

兵 庫

長 崎

三 重

鹿児島

愛 知

山 口

香 川

奈 良

東 京

岡 山

千 葉

佐 賀

石 川

茨 城

広 島

埼 玉

福 井

熊 本

静 岡

愛 媛

群 馬

高 知

秋 田

栃 木

滋 賀

富 山

青 森

宮 崎

神奈川

島 根

岩 手

宮 城

鳥 取

福 島

北海道

新 潟

山 梨

長 野

山 形

4

（4） 特別区及び市町村別新登録結核患者罹患率（人口10万対）

全国

全 国

東 京 都

特 別 区

市 町 村

新 宿

北

豊 島

台 東

渋 谷

板 橋

江 戸 川

足 立

大 田

葛 飾

荒 川

練 馬

墨 田

江 東

中 野

品 川

中 央

杉 並

港

目 黒

世 田 谷

文 京

千 代 田

福 生

清 瀬

東 村 山

昭 島

東久留米

東 大 和

府 中

小 平

八 王 子

狛 江

立 川

調 布

多 摩

三 鷹

国 立

武 蔵 野

武蔵村山

町 田

小 金 井

青 梅

西 東 京

稲 城

国 分 寺

あきる野

羽 村

日 野

瑞穂町

日の出町

檜原村

奥多摩町

計

大島町

利島村

新島村

神津島村

三宅村

御蔵島村

八丈町

青ヶ島村

小笠原村

計

郡　　　部

島  し  ょ

5



6 7

（5） 年齢階級別新登録結核患者数及び罹患率（人口10万対）

患者数 罹患率 患者数 罹患率 患者数 罹患率 患者数 罹患率 患者数 罹患率

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80～89歳

 90歳以上

65歳以上
（再掲）

　年齢階級別結核罹患率は、全国と比べると、5～9歳、20～29歳、80～89歳を除く年齢階級で高い
値であった。

全　　国 東 京 都 特 別 区 市 町 村 都保健所（再掲）

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 歳以上 歳以上

（再掲）

東 京 都

全 国
罹
患
率
（
人
口

万
対
）

6



6 7

（5） 年齢階級別新登録結核患者数及び罹患率（人口10万対）

患者数 罹患率 患者数 罹患率 患者数 罹患率 患者数 罹患率 患者数 罹患率

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80～89歳

 90歳以上

65歳以上
（再掲）

　年齢階級別結核罹患率は、全国と比べると、5～9歳、20～29歳、80～89歳を除く年齢階級で高い
値であった。

全　　国 東 京 都 特 別 区 市 町 村 都保健所（再掲）

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 歳以上 歳以上

（再掲）

東 京 都

全 国
罹
患
率
（
人
口

万
対
）

6

（6） 年齢階級別新登録結核患者数及び罹患率（人口10万対）の年次推移

新登録結核患者数

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上
*2017年以降
　　80～89歳

 90歳以上

65歳以上
（再掲）

新登録結核患者罹患率（人口10万対）

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上
*2017年以降
　　80～89歳

 90歳以上

65歳以上
（再掲）

7



8 9

（7） 新登録結核患者における年齢階級別構成割合の年次推移

　年齢階級別構成割合の年次推移は、30～40代、60～80代で減少した一方、0～9歳、10～20代、50代、
90歳以上で増加した。全国と比較すると、70歳未満の占める割合が依然として高い。

年

年

年

年

年

年

年

年

（全国）

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 歳以上 ダミー

8
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（7） 新登録結核患者における年齢階級別構成割合の年次推移

　年齢階級別構成割合の年次推移は、30～40代、60～80代で減少した一方、0～9歳、10～20代、50代、
90歳以上で増加した。全国と比較すると、70歳未満の占める割合が依然として高い。

年

年

年

年

年

年

年

年

（全国）

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 歳以上 ダミー

8

（8） 新登録結核患者数及び罹患率（人口10万対）の登録時活動性分類

総　数 特別区 市町村 都保健所（再掲）

登録数

罹患率

登録数

罹患率

登録数

罹患率

登録数

罹患率

登録数

罹患率

登録数

罹患率

東　　京　　都

菌陰性・
その他

全　国

喀
痰
塗
抹
陽
性

その他の
結核菌陽性

罹 患 率

総　数

罹 患 率

潜 　在　 性
結核感染症

(別 掲）

新登録結核患者数

初回
治療

再治療

罹 患 率

総　数

肺外結核
活　動　性

肺
結
核
活
動
性

9
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（9） 新登録結核患者の年齢階級別登録時活動性分類

　

総　数

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90歳以上

65歳以上
（再掲）

（10） 新登録結核患者の年次別登録時活動性分類および培養検査結果

　　    

培養

　 検査中 検査

未実施 結果

不明 把握率

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

潜在性
結核感
染症
（別掲）

　 総　数

肺　結　核　活　動　性

肺
外結
核活
動性

その他
の

結核菌
陽性

菌陰性
その他

総　数
初回
治療

再
治療

肺結核
活動性
総　数

喀痰塗抹陽性

　 総　数

肺結核活動性

肺
外結
核活
動性

肺結核
活動性
総　数

喀痰塗抹陽性 その他
の

結核菌
陽性

菌陰性
その他

総　数
初回
治療

再
治療

肺結核活動性

培養検査結果

陽性 陰性

潜在性
結核感
染症
（別掲）

10



10 11

（9） 新登録結核患者の年齢階級別登録時活動性分類

　

総　数

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90歳以上

65歳以上
（再掲）

（10） 新登録結核患者の年次別登録時活動性分類および培養検査結果

　　    

培養

　 検査中 検査

未実施 結果

不明 把握率

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

潜在性
結核感
染症
（別掲）

　 総　数

肺　結　核　活　動　性

肺
外結
核活
動性

その他
の

結核菌
陽性

菌陰性
その他

総　数
初回
治療

再
治療

肺結核
活動性
総　数

喀痰塗抹陽性

　 総　数

肺結核活動性

肺
外結
核活
動性

肺結核
活動性
総　数

喀痰塗抹陽性 その他
の

結核菌
陽性

菌陰性
その他

総　数
初回
治療

再
治療

肺結核活動性

培養検査結果

陽性 陰性

潜在性
結核感
染症
（別掲）

10

（11） 新登録菌陽性肺結核患者数及び罹患率（人口10万対）の年次推移
　　　

患 者 数 罹 患 率 患 者 数 罹 患 率

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

注：新登録菌陽性肺結核患者数　＝　喀痰塗抹陽性者数＋その他の結核菌陽性患者数

東　京　都 全　　　国

年 年 年 年 年

東京都

全 国
罹
患
率
（
人
口

万
対
）

11



12 13

（12） 年齢階級別・検査結果別新登録活動性肺結核患者数

総　　　数

 　0～4歳

 　5～9歳

　10～14歳

　15～19歳

　20～29歳

　30～39歳

　40～49歳

　50～59歳

　60～69歳

　70～79歳

　80～89歳

　90歳以上

　65歳以上（再掲）

構 成 割 合

（13） 発見方法別新登録活動性肺結核患者数
　

総　　　数

健 康 診 断

 個別健康診断

 定期健康診断

   (学　校）

   (住　民）

   (職　場）

   (施　設）

 接触者健康診断

   (家　族）

   (その他）

 その他の集団検診

医療機関受診

そ の 他

不　　　明

登録中の健康診断

総　　　数 喀痰塗抹陽性
その他の結核菌陽性

 菌陰性 ・ その他

総　　　数 喀痰塗抹陽性
その他の

結核菌陽性
菌陰性・その他

12



12 13

（12） 年齢階級別・検査結果別新登録活動性肺結核患者数

総　　　数

 　0～4歳

 　5～9歳

　10～14歳

　15～19歳

　20～29歳

　30～39歳

　40～49歳

　50～59歳

　60～69歳

　70～79歳

　80～89歳

　90歳以上

　65歳以上（再掲）

構 成 割 合

（13） 発見方法別新登録活動性肺結核患者数
　

総　　　数

健 康 診 断

 個別健康診断

 定期健康診断

   (学　校）

   (住　民）

   (職　場）

   (施　設）

 接触者健康診断

   (家　族）

   (その他）

 その他の集団検診

医療機関受診

そ の 他

不　　　明

登録中の健康診断

総　　　数 喀痰塗抹陽性
その他の結核菌陽性

 菌陰性 ・ その他

総　　　数 喀痰塗抹陽性
その他の

結核菌陽性
菌陰性・その他

12

（14） 新登録有症肺結核患者の発病から診断までの期間

　　

　発病から初診までの期間

　初診から診断までの期間

　発病から診断までの期間

　新登録有症肺結核患者が発病から初診に要した期間は、1か月未満が44.8%であり、3年前（2021年）より
0.7ポイント減少した。初診から診断までの期間は、1か月未満が72.2%で、3年前（2021年）より2.0ポイント減
少した。発病から診断までに要した期間は、1か月未満が29.5%で、3年前（2021年）より1.9ポイント減少した。

年

年

年

年

年

年

年

年

年

か月未満 か月以上

か月未満

か月以上

か月未満

か月以上

か月未満

か月以上 該当せず・不明

13



14 15

（15） 新登録結核患者における外国出生者数の年次推移と出生国

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

注：2011年までは外国籍患者数

2024年　新登録結核患者の国外出生国上位5カ国（東京都）

出生国 患者数 割合

ネパール

ミャンマー

中国

ベトナム

フィリピン

その他・不明

総計

　外国出生患者の占める割合は、22.7%となり前年から5.4ポイント増加し過去最大の割合を占
めた。全国では19.7％となり、2008年以降増加傾向が続いている。

東　京　都 全　　　国

総　数
外国出生
患者数

 割合（％） 総　数
外国出生
患者数

 割合（％）

14



14 15

（15） 新登録結核患者における外国出生者数の年次推移と出生国

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

注：2011年までは外国籍患者数

2024年　新登録結核患者の国外出生国上位5カ国（東京都）

出生国 患者数 割合

ネパール

ミャンマー

中国

ベトナム

フィリピン

その他・不明

総計

　外国出生患者の占める割合は、22.7%となり前年から5.4ポイント増加し過去最大の割合を占
めた。全国では19.7％となり、2008年以降増加傾向が続いている。

東　京　都 全　　　国

総　数
外国出生
患者数

 割合（％） 総　数
外国出生
患者数

 割合（％）

14

（16） 新登録結核患者における外国出生者の年齢階級別患者数

外国出生者の年齢階級別患者数の推移

総数 外国出生 総数 外国出生 総数 外国出生 総数 外国出生 総数 外国出生

患者総数

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90歳以上

65歳以上
（再掲）

年齢階級別新登録患者中の外国出生者の割合

　年齢階級別新登録患者中の外国出生者の割合は、前年と比較して15～19歳、20～29歳、30～39
歳、40～49歳、50歳以上で増加した。特に15～19歳、20～29歳では比率が7割を超え、増加傾向が続
いている。

2024年2020年 2021年 2022年 2023年

年 年 年 年 年

年
齢
階
級
別
新
登
録
患
者
中
の
外
国
出
生

者
の
割
合
（
％
）

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

15
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（17） 新登録培養陽性肺結核患者における薬剤感受性試験結果

患者数 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

　INH/RFP HR耐性

H耐性/R感受性

H感受性/R耐性

HR感受性

　SM SM・耐性

SM・感受性

SM・未実施・不明

　EB EB・耐性

EB・感受性

EB・未実施・不明

　HRSE HRSE・なんらか1剤以上耐性

HRSE・全てに感受性

HRSE・HR感受性、SE未実施不明

HR両剤未実施

その他・不明

割合 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

　INH/RFP HR耐性

　②に占める割合 H耐性/R感受性

H感受性/R耐性

HR感受性

　SM SM・耐性

　②に占める割合 SM・感受性

SM・未実施・不明

　EB EB・耐性

　②に占める割合 EB・感受性

EB・未実施・不明

　HRSE HRSE・なんらか1剤以上耐性

　②に占める割合 HRSE・全てに感受性

HRSE・HR感受性、SE未実施不明

その他・不明         ①に占める割合

新登録肺結核患者中の結核菌培養陽性者数 ①①

薬剤感受性検査結果把握（HR両剤実施）患者数  ②②

感受性検査結果把握者数②②  / 培養陽性者数①①

HR両剤未実施      ①に占める割合
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（18） 新登録肺結核患者の職業

患者数 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 新登録患者 新登録LTBI

肺結核患者数

接客業等

看護師、保健師

医師

その他医療職・介護職

　医療従事者総数（再掲）

教員、保育士

小中学生

高校生以上の生徒学生等

その他常用勤労者

その他の臨時雇、日雇

その他自営業、自由業

家事従事者

乳幼児（保育園、幼稚園、その他）

無職、その他

不明

割合 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 新登録患者 新登録LTBI

接客業等

看護師、保健師

医師

その他医療職・介護職

　医療従事者総数（再掲）

教員、保育士

小中学生

高校生以上の生徒学生等

その他常用勤労者

その他の臨時雇、日雇

その他自営業、自由業

家事従事者

乳幼児（保育園、幼稚園、その他）

無職、その他

不明

2024年

2024年

17
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（17） 新登録培養陽性肺結核患者における薬剤感受性試験結果

患者数 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

　INH/RFP HR耐性

H耐性/R感受性

H感受性/R耐性

HR感受性

　SM SM・耐性

SM・感受性

SM・未実施・不明

　EB EB・耐性

EB・感受性

EB・未実施・不明

　HRSE HRSE・なんらか1剤以上耐性

HRSE・全てに感受性

HRSE・HR感受性、SE未実施不明

HR両剤未実施

その他・不明

割合 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

　INH/RFP HR耐性

　②に占める割合 H耐性/R感受性

H感受性/R耐性

HR感受性

　SM SM・耐性

　②に占める割合 SM・感受性

SM・未実施・不明

　EB EB・耐性

　②に占める割合 EB・感受性

EB・未実施・不明

　HRSE HRSE・なんらか1剤以上耐性

　②に占める割合 HRSE・全てに感受性

HRSE・HR感受性、SE未実施不明

その他・不明         ①に占める割合

新登録肺結核患者中の結核菌培養陽性者数 ①①

薬剤感受性検査結果把握（HR両剤実施）患者数  ②②

感受性検査結果把握者数②②  / 培養陽性者数①①

HR両剤未実施      ①に占める割合

16

（18） 新登録肺結核患者の職業

患者数 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 新登録患者 新登録LTBI

肺結核患者数

接客業等

看護師、保健師

医師

その他医療職・介護職

　医療従事者総数（再掲）

教員、保育士

小中学生

高校生以上の生徒学生等

その他常用勤労者

その他の臨時雇、日雇

その他自営業、自由業

家事従事者

乳幼児（保育園、幼稚園、その他）

無職、その他

不明

割合 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 新登録患者 新登録LTBI

接客業等

看護師、保健師

医師

その他医療職・介護職

　医療従事者総数（再掲）

教員、保育士

小中学生

高校生以上の生徒学生等

その他常用勤労者

その他の臨時雇、日雇

その他自営業、自由業

家事従事者

乳幼児（保育園、幼稚園、その他）

無職、その他

不明

2024年

2024年
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（19） 新登録結核患者・新登録潜在性結核感染症の化療内容

新登録結核患者（治療歴不明を除く。）

〈初回治療〉

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総数 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

H,R,Z,E or S 4剤

他H,R,Z含む 3剤以上

他H,R含む 3 剤以上

H,R 2 剤

他 2 剤

他 3 剤以上

H 単独

他単独

不明・化療なし

〈再治療〉

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総数 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

H,R,Z,E or S 4剤

他H,R,Z含む 3剤以上

他H,R含む 3 剤以上

H,R 2 剤

他 2 剤

他 3 剤以上

H 単独

他単独

不明・化療なし

新登録潜在性結核感染症

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総数 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

H,R,Z,E or S 4剤

他H,R,Z含む 3剤以上

他H,R含む 3 剤以上

H,R 2 剤

他 2 剤

他 3 剤以上

H 単独

他単独

不明・化療なし

18
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（20） 新登録結核患者・新登録潜在性結核感染症の合併症の有無

新登録結核患者

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総数 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

糖尿病 あり

なし・不明

結果・陽性

結果・陰性

検査未実施

不明

新登録潜在性結核感染症

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総数 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

糖尿病 あり

なし・不明

結果・陽性

結果・陰性

検査未実施

不明

19
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２  年末時活動性結核登録患者の状況
　

（1） 年末時活動性結核登録患者数及び有病率（人口10万対）の年次推移

患者数 有病率 患者数 有病率 患者数 有病率 患者数 有病率
2004年 2004年
2005年 2005年
2006年 2006年
2007年 2007年
2008年 2008年
2009年 2009年
2010年 2010年
2011年 2011年
2012年 2012年
2013年 2013年
2014年 2014年
2015年 2015年
2016年 2016年
2017年 2017年
2018年 2018年
2019年 2019年
2020年 2020年
2021年 2021年
2022年 2022年
2023年 2023年
2024年 2024年

注：　旧分類は非定型抗酸菌による患者数を含むが、新分類では含まない。
       2004年より全国の非定型抗酸菌陽性数は非公開となり、東京都でも2007年より新分類のみの登録となった。

東 京 都 全　国
旧分類 新分類

東 京 都 全　国

年 年 年 年 年

東京都： 非定型抗酸菌陽性（治療中）を含む

東京都： 非定型抗酸菌陽性（治療中）を除く

全 国： 非定型抗酸菌陽性（治療中）を除く有
病
率
（
人
口

万
対
）

20
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（2） 年末時活動性結核登録患者の都道府県別有病率（人口10万対）

　   

全 　国

北海道 ※

青   森
岩   手
宮   城
秋   田
山   形
福   島

茨   城
栃   木
群   馬
埼   玉
千   葉
東   京
神奈川
新   潟
富   山
石   川

福   井
山   梨
長   野
岐   阜
静   岡
愛   知
三   重

滋   賀
京   都
大   阪
兵   庫
奈   良
和歌山

鳥   取
島   根
岡   山
広   島
山   口
徳   島
香   川
愛   媛
高   知

福   岡
佐   賀
長   崎
熊   本
大   分
宮   崎
鹿児島
沖   縄

※　（　）内は有病率の順位（小数点以下第2位で四捨五入し、同率の場合はさらに下位まで算出して順位決定）

21
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（3） 年末時活動性結核登録患者の特別区及び市町村別有病率（人口10万対）

　　 

全 国

東 京 都

特 別 区

市 町 村

新 宿

豊 島

北

渋 谷

大 田

江 戸 川

台 東

練 馬

墨 田

品 川

足 立

江 東

板 橋

中 野

葛 飾

荒 川

杉 並

港

目 黒

中 央

世 田 谷

千 代 田

文 京

福 生

清 瀬

東 村 山

東久留米

昭 島

府 中

狛 江

稲 城

西 東 京

武 蔵 野

青 梅

国 分 寺

八 王 子

調 布

武蔵村山

多 摩

三 鷹

国 立

立 川

町 田

東 大 和

小 平

小 金 井

あきる野

日 野

羽 村

瑞穂町

日の出町

檜原村

奥多摩町

計

大島町

利島村

新島村

神津島村

三宅村

御蔵島村

八丈町

青ヶ島村

小笠原村

計

郡　　　部

島  し  ょ
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（3） 年末時活動性結核登録患者の特別区及び市町村別有病率（人口10万対）

　　 

全 国

東 京 都

特 別 区

市 町 村

新 宿

豊 島

北

渋 谷

大 田

江 戸 川

台 東

練 馬

墨 田

品 川

足 立

江 東

板 橋

中 野

葛 飾

荒 川

杉 並

港

目 黒

中 央

世 田 谷

千 代 田

文 京

福 生

清 瀬

東 村 山

東久留米

昭 島

府 中

狛 江

稲 城

西 東 京

武 蔵 野

青 梅

国 分 寺

八 王 子

調 布

武蔵村山

多 摩

三 鷹

国 立

立 川

町 田

東 大 和

小 平

小 金 井

あきる野

日 野

羽 村

瑞穂町

日の出町

檜原村

奥多摩町

計

大島町

利島村

新島村

神津島村

三宅村

御蔵島村

八丈町

青ヶ島村

小笠原村

計

郡　　　部

島  し  ょ
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（4） 年齢階級別年末時活動性結核登録患者数及び有病率（人口10万対）
　

患者数 有病率 患者数 有病率 患者数 有病率 患者数 有病率 患者数 有病率

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80～89歳

 90歳以上

 65歳以上
（再掲）

※全国有病率は政府統計（人口推計）の年齢別総人口（2024年10月1日現在人口）から算出。

　年末時活動性結核有病率は5.8で、80～89歳を除く年齢階級で全国より高い値となっている。

　全　　国※ 都保健所（再掲）　東 京 都　 特 別 区 市 町 村

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 歳以上 歳以上

（再掲）

東 京 都

全 国※
有
病
率
（
人
口

万
対
）

23
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（5） 年齢階級別年末時活動性結核登録患者数及び有病率（人口10万対）の年次推移

　　

年末時活動性結核登録患者数

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上
*2017年以降
は80～89歳

 90歳以上

65歳以上
（再掲）

年末時活動性結核登録患者有病率（人口10万対）

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上
*2017年以降
は80～89歳

 90歳以上

65歳以上
（再掲）

24



24 25

（5） 年齢階級別年末時活動性結核登録患者数及び有病率（人口10万対）の年次推移

　　

年末時活動性結核登録患者数

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上
*2017年以降
は80～89歳

 90歳以上

65歳以上
（再掲）

年末時活動性結核登録患者有病率（人口10万対）

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80歳以上
*2017年以降
は80～89歳

 90歳以上

65歳以上
（再掲）

24

（6） 年末時活動性結核登録患者の年齢階級別構成割合年次推移

　

年

年

年

年

年

年

年

年

（全国）

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 歳以上 ダミー

25
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（7） 年末時活動性結核登録患者数及び有病率（人口10万対）の活動性分類

　

総　数 特別区 市町村 都保健所（再掲）

登録数

有病率

登録数

有病率

登録数

有病率

登録数

有病率

登録数

有病率

東　　京　　都
全　国

有 病 率

活動性結核総数

肺外結核
活　動　性

有 病 率

総　数

登
録
時
喀
痰
塗
抹
陽
性

登録時
その他の

結核菌陽性

再治療

初回
治療

有 病 率

総　数

肺
結
核
活
動
性

登録時
菌陰性・
その他

26
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（7） 年末時活動性結核登録患者数及び有病率（人口10万対）の活動性分類

　

総　数 特別区 市町村 都保健所（再掲）

登録数

有病率

登録数

有病率

登録数

有病率

登録数

有病率

登録数

有病率

東　　京　　都
全　国

有 病 率

活動性結核総数

肺外結核
活　動　性

有 病 率

総　数

登
録
時
喀
痰
塗
抹
陽
性

登録時
その他の

結核菌陽性

再治療

初回
治療

有 病 率

総　数

肺
結
核
活
動
性

登録時
菌陰性・
その他

26

（8） 年末時活動性結核登録患者の年齢階級別活動性分類

　

治療中 観察中

（9） 年末時活動性結核登録患者の年次別活動性分類

　

治療中 観察中

2024年

2017年

2022年

2023年

2018年

2019年

2020年

2021年

2015年

 60～69歳

 70～79歳

2016年

 50～59歳

 90歳以上

 65歳以上
（再掲）

 80～89歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

　

肺 結 核 活 動 性

総　数
肺   外
結   核
活動性

潜　 在 　性
結核感染症

(別掲）肺結核
活動性
総　数

登録時喀痰塗抹陽性 登録時
その他
の結核
菌陽性

登録時
菌陰性
その他総数

初回
治療

再治療

肺結核活動性
潜　 在 　性
結核感染症

(別掲）
登録時喀痰塗抹陽性

　 総　数
肺   外
結   核
活動性

肺結核
活動性
総　数

登録時
その他
の結核
菌陽性

登録時
菌陰性
その他総数

初回
治療

再治療

27
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３　年末時結核登録者の状況

（1） 年末時結核登録者数及び登録率（人口10万対）の年次推移

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

2004年 2004年

2005年 2005年

2006年 2006年

2007年 2007年

2008年 2008年

2009年 2009年

2010年 2010年

2011年 2011年

2012年 2012年

2013年 2013年

2014年 2014年

2015年 2015年

2016年 2016年

2017年 2017年

2018年 2018年

2019年 2019年

2020年 2020年

2021年 2021年

2022年 2022年

2023年 2023年

2024年 2024年

注：　旧分類は非定型抗酸菌による患者数を含むが、新分類では含まない。
      2004年より全国の非定型抗酸菌陽性数は非公開となり、東京都でも2007年より新分類のみの登録となった。

旧分類
東京都 全　国 東京都 全　国

新分類

年 年 年 年 年

東京都：非定型抗酸菌陽性（治療中及び観察中）を含む

東京都：非定型抗酸菌陽性（治療中及び観察中）を除く

全 国： 非定型抗酸菌陽性（治療中及び観察中）を除く
登
録
率
（
人
口

万
対
）
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３　年末時結核登録者の状況

（1） 年末時結核登録者数及び登録率（人口10万対）の年次推移
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2009年 2009年

2010年 2010年

2011年 2011年

2012年 2012年

2013年 2013年

2014年 2014年

2015年 2015年

2016年 2016年

2017年 2017年

2018年 2018年

2019年 2019年

2020年 2020年

2021年 2021年

2022年 2022年

2023年 2023年

2024年 2024年

注：　旧分類は非定型抗酸菌による患者数を含むが、新分類では含まない。
      2004年より全国の非定型抗酸菌陽性数は非公開となり、東京都でも2007年より新分類のみの登録となった。

旧分類
東京都 全　国 東京都 全　国

新分類

年 年 年 年 年

東京都：非定型抗酸菌陽性（治療中及び観察中）を含む

東京都：非定型抗酸菌陽性（治療中及び観察中）を除く

全 国： 非定型抗酸菌陽性（治療中及び観察中）を除く
登
録
率
（
人
口

万
対
）
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（2） 年末時結核登録者数及び登録率（人口10万対）の活動性分類

総　数 特別区 市町村 都保健所（再掲）

登録数

登録率

登録数

登録率

登録数

登録率

登録数

登録率

登録数

登録率

登録数

登録率

（3） 年末時結核登録者の年齢階級別活動性分類

※年末時結核登録者数について、参考データ（結核登録者情報システム年報データ）にずれがあるため、
　 保健所別・区市町村別結核統計指標と一部数値のずれあり。

活動性不明

活
動
性
結
核

総　数

登 録 率

肺
結
核
活
動
性

総　数

登 録 率

登録時喀痰塗抹
陽性

登録時その他の
結核菌陽性

登録時
菌陰性・その他

肺外結核活動性

全　国
東　　京　　都

年末時登録者総数

登 録 率

不活動性結核

治療中 観察中

総　数

 0～4歳

 5～9歳

 10～14歳

 15～19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70～79歳

 80～89歳

 90歳以上

 65歳以上
（再掲）

総 数

活  動  性  結  核

不活動
性結核肺結核

活動性
総　数

登録時喀痰塗抹陽性 登録時
その他
の結核
菌陽性

登録時
菌陰性
その他

総 数
初回
治療

活動性
不　明

潜　 在 　性
結核感染症

(別掲）
総 数

肺　結　核　活　動　性

肺   外
結   核
活動性

再治療
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（4） 前年新登録肺結核患者の治療成績

対象者総数

　治癒

　完了

　死亡

　失敗

　脱落

　転出

　治療中

　不明

（5） 前年新登録肺結核喀痰塗抹陽性初回治療患者の年齢階級別治療成績

肺結核活動性・
菌陰性･その他

肺結核活動性・
総数

肺結核活動性・
喀痰塗抹陽性・

総数

肺結核活動性・
喀痰塗抹陽性・

初回治療

肺結核活動性・
喀痰塗抹陽性・

再治療

肺結核活動性・
その他の結核

菌陽性

総数

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

歳～

治癒

完了

死亡

失敗

脱落

転出

治療中
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（4） 前年新登録肺結核患者の治療成績

対象者総数

　治癒

　完了

　死亡

　失敗

　脱落

　転出

　治療中

　不明

（5） 前年新登録肺結核喀痰塗抹陽性初回治療患者の年齢階級別治療成績

肺結核活動性・
菌陰性･その他

肺結核活動性・
総数

肺結核活動性・
喀痰塗抹陽性・

総数

肺結核活動性・
喀痰塗抹陽性・

初回治療

肺結核活動性・
喀痰塗抹陽性・

再治療

肺結核活動性・
その他の結核

菌陽性

総数

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

歳～

治癒

完了

死亡

失敗

脱落

転出

治療中

（6） 前年新登録潜在性結核感染症の年齢階級別治療成績

総数 完了 死亡 脱落・中断 転出 治療中 不明

0～9歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90歳～

計

（7） 前年新登録潜在性結核感染症の年齢階級別治療成績割合

総数

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

～

歳

歳～

完了 死亡 脱落・中断 転出 治療中 不明
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４  結核による死亡

（1） 結核による死亡者数及び死亡率（人口10万対）の年次推移

死亡者数 死亡率 死亡者数 死亡率 死亡者数 死亡率 死亡者数 死亡率

2004年 2015年

2005年 2016年

2006年 2017年

2007年 2018年

2008年 2019年

2009年 2020年

2010年 2021年

2011年 2022年

2012年 2023年

2013年 2024年

2014年

（2） 年齢階級別 ・性別結核死亡者数

　結核による死亡率は1.0で、前年から0.3ポイント減少した。

全　　　国東　京　都 全　　　国 東　京　都

年 年 年 年 年

東京都

全 国

死
亡
率
（
人
口

万
対
）

年齢階級別及び性別結核死亡者数

　 総　数 ～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳～ 不　詳

総数

東京都 男

女

特別区及び市町村別結核死亡者数

全　　国

東 京 都 総 数 特　別　区 市　町　村
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４  結核による死亡

（1） 結核による死亡者数及び死亡率（人口10万対）の年次推移

死亡者数 死亡率 死亡者数 死亡率 死亡者数 死亡率 死亡者数 死亡率

2004年 2015年

2005年 2016年

2006年 2017年

2007年 2018年

2008年 2019年

2009年 2020年

2010年 2021年

2011年 2022年

2012年 2023年

2013年 2024年

2014年

（2） 年齢階級別 ・性別結核死亡者数

　結核による死亡率は1.0で、前年から0.3ポイント減少した。

全　　　国東　京　都 全　　　国 東　京　都

年 年 年 年 年

東京都

全 国

死
亡
率
（
人
口

万
対
）

年齢階級別及び性別結核死亡者数

　 総　数 ～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳～ 不　詳

総数

東京都 男

女

特別区及び市町村別結核死亡者数

全　　国

東 京 都 総 数 特　別　区 市　町　村

32

（3） 都道府県別結核死亡率（人口10万対）

全 　国

北海道 ※

青   森
岩   手
宮   城
秋   田
山   形
福   島

茨   城
栃   木
群   馬
埼   玉
千   葉
東   京
神奈川
新   潟
富   山
石   川

福   井
山   梨
長   野
岐   阜
静   岡
愛   知
三   重

滋   賀
京   都
大   阪
兵   庫
奈   良
和歌山

鳥   取
島   根
岡   山
広   島
山   口
徳   島
香   川
愛   媛
高   知

福   岡
佐   賀
長   崎
熊   本
大   分
宮   崎
鹿児島
沖   縄

※　（　）内は死亡率の順位（小数点以下第2位で四捨五入し、同率の場合はさらに下位まで算出して順位決定）

33



34 35

５  医療費公費負担の実績 (令和６年度）

（1） 法第37条の2医療費公費負担状況　

総　数 特別区 市町村

（2） 法第37条の2医療費公費負担申請、合格・不合格数

　 総　数 特別区 市町村

（3） 勧告入院患者数

　 総　数 特別区 市町村

（4） 結核指定医療機関数及び指定申請取扱数

理 由

指定申請取扱数

医療内容の変更

 前年度末現在

 年間承認数

 年間解除数

不 合 格

他の疾病である

治療の必要なし

不　合　格

都保健所（再掲）

申　　　請

合　格

総　　数

承　　認

不 承 認

都保健所（再掲）

合　　　格

総　　数

申　　　請

都保健所（再掲）

変　更 辞　退

 令和６年度末現在

指定医療機関数（令和6年度末現在）

総　数 診療所 指　定薬　局病　院
訪問看護

ステーション

34

６ 結核対策特別促進事業報告（令和６年度）

東京都が実施した令和６年度結核対策特別促進事業のうち、主な事業の結果は以下のとおりで

ある。 

（１）精神科病院・介護老人保健施設入所者等結核健診（ ・一般検診車による結核健診）

ア 事業の目的

精神科病院及び介護老人保健施設の管理者に対し、結核対策の重要性について普及啓発を

図るとともに、患者発見の遅れや集団感染の発生を防止する。 
 
イ 実施の背景

精神科病院等では、患者の入院が長期間となる上、症状を自ら訴えることが少ないことな

どから、結核患者が発生した場合に感染が広がる危険性が高くなるという指摘がある。

また、高齢者は既結核感染者が結核を発病する率が高く、早期発見と拡大防止への対策強

化が図られるべき状況にあった。 
 
ウ 実施対象

都内の精神科病院及び介護老人保健施設の管理者で、入院患者等の結核健診実施を

希望するもの。 
 
エ 実施方法

（ア）東京都から都内の精神科病院及び介護老人保健施設の管理者あて事業実施について通

知する。 
（イ）実施を希望する病院等は、本事業の実施受託者である公益財団法人東京都結核予防会

（以下「結核予防会」という。）へ申込みを行う。 
（ウ）結核予防会は健診日時の調整を行い、現地へコンピューターＸ線画像処理装置付検診

車（ 車）または一般Ｘ線撮影検診車を派遣し、撮影、診断業務を行う。 
（エ）診断結果は、結核予防会から各病院等へ報告する。 

なお、有所見者については撮影した画像データも併せて各病院等へ送付する。 
（オ）健診の結果要精検者があった場合、各病院等は精密検査を実施し、検査結果を結核予

防会へ報告する。また、精密検査により結核患者と診断された場合は、その状況も併せ

て報告する。 
 

オ 実施結果

 
実施件数 実施日数 撮影人数 有所見者数 発見率 

精神科病院 病院 日 人 人

介護老人 
保健施設 施設 日 人 人
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（２）山谷地域結核特別対策事業（山谷地域ＤＯＴＳ事業）

ア 事業の目的

簡易宿泊所や住所不定者の多い山谷地域は、結核の罹患率が都内でも高く、受診の遅れと

治療中断による重症例や再発例が多い。 
また、治療を中断すると、結核菌が治療薬に対して耐性を持つようになり、治療が極めて

困難となりやすいことから、山谷地域の結核患者に対する直接服薬確認療法（以下「山谷地

域ＤＯＴＳ」という。）を適切に行うことにより、山谷地域の結核治療完了率の向上と結核ま

ん延の防止を図る。 
 
イ 実施対象（平成 年度から）

台東区及び荒川区に所在する山谷地域に居住する結核患者（潜在性結核感染症の者を含む。）

のうち、本人の同意を得て、保健所が選定した者 
 
ウ 実施場所

公益財団法人東京都福祉保健財団 城北労働福祉センター 健康相談室 
（令和３年４月１日から公益財団法人東京都福祉保健財団と合併） 

 
エ 関係機関（平成 年度から）

公益財団法人東京都福祉保健財団、保健所（主に台東区、荒川区）及び福祉事務所、公益

財団法人東京都結核予防会（健康相談室運営受託）、東京都保健医療局感染症対策部防疫課 
 
オ 実施方法（平成 年度から）

（ア）保健所は、患者本人の同意を得て山谷地域ＤＯＴＳの対象者を選定し、東京都保健医

療局感染症対策部防疫課（以下「防疫課」という。）に依頼をする。 
（イ）防疫課は、依頼内容が適切であると認めた場合は、対象者として決定し、公益財団法

人東京都福祉保健財団（以下「財団」という。）に山谷地域ＤＯＴＳの実施を依頼する。

また、保健所には対象者として決定した旨を連絡する。 
（ウ）財団は、対象者の服薬確認を行うほか、服薬に関する相談及び助言、服薬中断等が発

生した場合の保健所への報告を行う。  
（エ）財団は、山谷地域ＤＯＴＳを実施した場合は、防疫課に報告する。 
（オ）防疫課は、提出された報告書に基づき、財団に対して謝金を支払う。（謝金は、財団が

辞退） 
 
カ 実施結果

年度 １

新規対象者

前年度からの継続

計

各年度末

現在の状況

未受診中止

終了

中断

再入院

継続中
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（３）外国人結核患者治療・服薬支援員制度

ア 事業の目的

外国人結核患者と同一国籍であるなど、言語や文化が同じ治療・服薬支援員が、保健師が

行う療養支援に同行し、言語の壁や心理的不安を軽減することにより、治療の促進と服薬の

中断を防ぐ。

イ 実施の背景

外国人結核患者の場合、言語、文化・習慣の違いや経済的問題等から医療の受診までに至

らないことや、治療・服薬を開始しても中断になる可能性が高い。 
また、都内において新登録結核患者に占める外国人の割合は、全国平均に比べ高い状態が

続いている。

 
ウ 事業の概要

（ア）支 援 員：日本語及び所定の外国語が堪能で都の指定する研修を修了した者

（イ）支援対象：都内に在住する外国人結核患者で、保健所から派遣依頼があった者

（ウ）対応言語：北京語、ハングル語、タガログ語、タイ語、ミャンマー語、ポルトガル語、

スペイン語、英語、ネパール語、インドネシア語、ベトナム語、フランス

語、ヒンディー語、モンゴル語、ベンガル語、クメール語、ロシア語、ペ

ルシャ語、広東語、アラビア語、ウルドゥー語、ラオス語、台湾語、イタ

リア語、ダリー語、ドイツ語、パシュート語、シンハラ語、トルコ語、タ

ミル語、ウクライナ語、マレー語

エ 実施方法

（ア）保健所は、東京都保健医療局感染症対策部防疫課（以下「防疫課」という。）へ支援依

頼を行う。

（イ）防疫課は支援内容を審査後、本事業の委託先に通訳支援を依頼する。委託先は適切な

支援員をコーディネートし通訳を行う。

（ウ）支援員は、外国人結核患者が療養している病院や自宅へ訪問する保健師に同行し、通

訳等の支援を行う。なお、令和３年度よりオンラインによる医療通訳を導入。

オ 実施結果

（ア）支援員の登録数 名（令和６年度末現在）

（イ）支援員の派遣実績（延べ数）

 

北
京
語

ハ
ン
グ
ル
語

タ
ガ
ロ
グ
語

タ
イ
語

ミ
ャ
ン
マ
ー
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ス
ペ
イ
ン
語

英
語

ネ
パ
ー
ル
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

ベ
ト
ナ
ム
語

フ
ラ
ン
ス
語

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

モ
ン
ゴ
ル
語

ベ
ン
ガ
ル
語

ク
メ
ー
ル
語

タ
ミ
ル
語

ア
ラ
ビ
ア
語

ロ
シ
ア
語

シ
ン
ハ
ラ
語

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語

計

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度
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（３）外国人結核患者治療・服薬支援員制度

ア 事業の目的

外国人結核患者と同一国籍であるなど、言語や文化が同じ治療・服薬支援員が、保健師が

行う療養支援に同行し、言語の壁や心理的不安を軽減することにより、治療の促進と服薬の

中断を防ぐ。

イ 実施の背景

外国人結核患者の場合、言語、文化・習慣の違いや経済的問題等から医療の受診までに至

らないことや、治療・服薬を開始しても中断になる可能性が高い。 
また、都内において新登録結核患者に占める外国人の割合は、全国平均に比べ高い状態が

続いている。

 
ウ 事業の概要

（ア）支 援 員：日本語及び所定の外国語が堪能で都の指定する研修を修了した者

（イ）支援対象：都内に在住する外国人結核患者で、保健所から派遣依頼があった者

（ウ）対応言語：北京語、ハングル語、タガログ語、タイ語、ミャンマー語、ポルトガル語、

スペイン語、英語、ネパール語、インドネシア語、ベトナム語、フランス

語、ヒンディー語、モンゴル語、ベンガル語、クメール語、ロシア語、ペ

ルシャ語、広東語、アラビア語、ウルドゥー語、ラオス語、台湾語、イタ

リア語、ダリー語、ドイツ語、パシュート語、シンハラ語、トルコ語、タ

ミル語、ウクライナ語、マレー語

エ 実施方法

（ア）保健所は、東京都保健医療局感染症対策部防疫課（以下「防疫課」という。）へ支援依

頼を行う。

（イ）防疫課は支援内容を審査後、本事業の委託先に通訳支援を依頼する。委託先は適切な

支援員をコーディネートし通訳を行う。

（ウ）支援員は、外国人結核患者が療養している病院や自宅へ訪問する保健師に同行し、通

訳等の支援を行う。なお、令和３年度よりオンラインによる医療通訳を導入。

オ 実施結果

（ア）支援員の登録数 名（令和６年度末現在）

（イ）支援員の派遣実績（延べ数）

 

北
京
語

ハ
ン
グ
ル
語

タ
ガ
ロ
グ
語

タ
イ
語

ミ
ャ
ン
マ
ー
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ス
ペ
イ
ン
語

英
語

ネ
パ
ー
ル
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

ベ
ト
ナ
ム
語

フ
ラ
ン
ス
語

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

モ
ン
ゴ
ル
語

ベ
ン
ガ
ル
語

ク
メ
ー
ル
語

タ
ミ
ル
語

ア
ラ
ビ
ア
語

ロ
シ
ア
語

シ
ン
ハ
ラ
語

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語

計

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度
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用語の解説

１ 統計関係

罹患率（人口 万対）

新登録結核患者数 × 万

人口（当該年 月 日現在推定人口）

有病率（人口 万対）

年末時活動性結核登録患者数 × 万

人口（当該年 月 日現在推定人口）

死亡率（人口 万対）

結核死亡者数 × 万

人口（当該年 月 日現在推定人口）

登録率（人口 万対）

年末時結核登録者数 × 万

人口（当該年 月 日現在推定人口）

２ 活動性分類

活動性結核・・・・・・結核の治療を要する者

不活動性・・・・・・・治療を要しないが、経過観察を要する者

活動性不明・・・・・・病状に関する診断結果が得られない者

喀痰塗抹陽性・・・・・喀痰塗抹検査で結核菌が検出された者

その他の結核菌陽性・・喀痰塗抹検査以外の検体、検査法を用いた検査で結核菌陽性の者

（喀痰塗抹陰性で培養検査陽性の者、気管支内視鏡検査で塗抹陽性者、

核酸増幅法検査陽性の者など）

菌陰性・その他・・・・結核菌陰性の者（検査を行わなかった場合を含む）

潜在性結核感染症・・・結核の無症状病原体保有者で、かつ結核医療が必要と認められる者

（ ： ）

３ その他

学会分類・・・・・・・結核患者の管理及び疫学的解析に必要な最小限度の事項を知ること

を目的とした分類で、病巣の病側、性状及び広がりの三つを組み合

わせて記載したもの

喀痰塗抹検査・・・・・喀痰をガラス板に塗抹後染色し、顕微鏡を用いて菌を検出する方法

培養検査・・・・・・・検体を接種した培地を至適温度で管理し、菌を増殖させる方法

肺外結核・・・・・・・肺以外の部位で認められる結核

例…胸膜炎、粟粒
ぞくりゅう

結核、尿路結核、腎結核、頸部リンパ節結核

化療薬剤の略称・・・・ 及び イソニアジド、 及び ：リファンピシン、 及び ：

ストレプトマイシン、 及び エタンブトール、 及び ピラジ

ナミド

※統計値（第 章～第 章）は、結核登録者情報システム（厚生労働省）に登録された数値を引用した。

※結核死亡者数（第 章）は、令和 年人口動態統計（厚生労働省）から引用した。

※東京都の人口は、令和 年 月 日現在推定人口を用いた 付表を参照 。

※全国及び道府県の人口は、総務省統計局による人口推計の令和 年 月 日現在 令和 年 月公表

を用いた。

（４）日本語学校就学生に対する結核健診

ア 事業の目的及び背景

来日後間もない在日外国人の結核患者の発生については令和元年から減少していたが、令和５年か

らは増加している。これには、海外からの就労者及び就学生等の増加や、母国での結核のまん延状況

が関係していると考えられている。

東京都では、昭和 年（ 年）から日本語学校就学生に対して結核健診を実施し、結核患者の

早期発見に努めている。

イ 対象者

都内の日本語学校 校（令和７年６月 日現在の一般財団法人日本語教育振興協会認定校 校

を含む。）のうち、健診を希望した 校の在学生で受診を希望した者

ウ 受診者数

一次健診受診者 人

エ 年次別健診結果

健 診

対象校

健 診

実施校

一次健診

受診者

要精密

検診者

精密検診

受診者
要医療者

発見率

（％）

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

オ 年次別要医療者の状況

要

医

療

者

性 別 年 齢 階 級 国 籍 排 菌 病 型 受療状況

男

性

女

性 代 代 代 代

韓

国

中

国

そ

の

他

排

菌

あ

り

排

菌

な

し

不

明

空

洞

あ

り

空

洞

な

し

不

明

治

療

あ

り

未

治

療

不

明

帰

国

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和２年度

３度令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

※ 令和6年度の国籍「その他」の内訳 ミャンマー5 フィリピン1 ベトナム12 インドネシア1 ネパール18  

38



38 39

用語の解説

１ 統計関係

罹患率（人口 万対）

新登録結核患者数 × 万

人口（当該年 月 日現在推定人口）

有病率（人口 万対）

年末時活動性結核登録患者数 × 万

人口（当該年 月 日現在推定人口）

死亡率（人口 万対）

結核死亡者数 × 万

人口（当該年 月 日現在推定人口）

登録率（人口 万対）

年末時結核登録者数 × 万

人口（当該年 月 日現在推定人口）

２ 活動性分類

活動性結核・・・・・・結核の治療を要する者

不活動性・・・・・・・治療を要しないが、経過観察を要する者

活動性不明・・・・・・病状に関する診断結果が得られない者

喀痰塗抹陽性・・・・・喀痰塗抹検査で結核菌が検出された者

その他の結核菌陽性・・喀痰塗抹検査以外の検体、検査法を用いた検査で結核菌陽性の者

（喀痰塗抹陰性で培養検査陽性の者、気管支内視鏡検査で塗抹陽性者、

核酸増幅法検査陽性の者など）

菌陰性・その他・・・・結核菌陰性の者（検査を行わなかった場合を含む）

潜在性結核感染症・・・結核の無症状病原体保有者で、かつ結核医療が必要と認められる者

（ ： ）

３ その他

学会分類・・・・・・・結核患者の管理及び疫学的解析に必要な最小限度の事項を知ること

を目的とした分類で、病巣の病側、性状及び広がりの三つを組み合

わせて記載したもの

喀痰塗抹検査・・・・・喀痰をガラス板に塗抹後染色し、顕微鏡を用いて菌を検出する方法

培養検査・・・・・・・検体を接種した培地を至適温度で管理し、菌を増殖させる方法

肺外結核・・・・・・・肺以外の部位で認められる結核

例…胸膜炎、粟粒
ぞくりゅう

結核、尿路結核、腎結核、頸部リンパ節結核

化療薬剤の略称・・・・ 及び イソニアジド、 及び ：リファンピシン、 及び ：

ストレプトマイシン、 及び エタンブトール、 及び ピラジ

ナミド

※統計値（第 章～第 章）は、結核登録者情報システム（厚生労働省）に登録された数値を引用した。

※結核死亡者数（第 章）は、令和 年人口動態統計（厚生労働省）から引用した。

※東京都の人口は、令和 年 月 日現在推定人口を用いた 付表を参照 。

※全国及び道府県の人口は、総務省統計局による人口推計の令和 年 月 日現在 令和 年 月公表

を用いた。
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付表

　東京都地区別・年齢階級別人口 （令和6年10月1日現在：東京都の人口(推計)）

東　京　都 特　別　区 市　町　村 都保健所管内（再掲）

総　　数

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

不　　詳

※算定時に単位未満を四捨五入しているため、 合計の数字と内訳は一致しない場合がある。

40



40 41

保健所別・区市町村別結核統計指標

千代田 千代田区 千

中央区 中央区 央

みなと 港区 港

新宿区 新宿区 新

文京 文京区 文

台東 台東区 台

墨田区 墨田区 墨

江東区 江東区 東

品川区 品川区 品

目黒区 目黒区 目

大田区 大田区 大

世田谷 世田谷区 世

渋谷区 渋谷区 渋

中野区 中野区 中

杉並 杉並区 杉

池袋 豊島区 豊

北区 北区 北

荒川区 荒川区 荒

板橋区 板橋区 板

練馬区 練馬区 練

足立 足立区 足

葛飾区 葛飾区 葛

江戸川 江戸川区 江

市

郡

島

西多摩 管内総数 西

青梅市 青

福生市 福

羽村市 羽

あきる野市 あ

瑞穂町 瑞

奥多摩町 奥

日の出町 日

檜原村 檜

新登録結核患者

登録患者 活動性結核

患者数 罹患率 患者数

市町村総数

市　部

郡　部

島　部

都保健所（再掲）

特別区総数

患者数 登録率 患者数 有病率

保健所 区市町村 人　口

年末時登録患者

登録時
喀痰塗抹陽性

登録患者
登録時

喀痰塗抹陽性

罹患率

東京都総数

患者数 有病率
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八王子市 八王子市 八

南多摩 管内総数 南

日野市 日

多摩市 多

稲城市 稲

町田市 町田市 町

多摩立川 管内総数 立

立川市 立

昭島市 昭

国分寺市 分

国立市 国

東大和市 大

武蔵村山市 村

多摩府中 管内総数 府

府中市 府

小金井市 金

調布市 調

狛江市 狛

武蔵野市 武

三鷹市 三

多摩小平 管内総数 小

小平市 平

西東京市 西

東村山市 東

清瀬市 清

東久留米市 久

島しょ 管内総数 島

大島町 大

利島村 利

新島村 新

神津島村 神

三宅村 三

御蔵島村 御

八丈町 八

青ヶ島村 青

小笠原村 小

注 1： 都保健所名とその管轄地域は2024年12月31日現在
注 2： 人口は2024年10月1日現在の推定人口

患者数 登録率 患者数 罹患率患者数 有病率 患者数 有病率 患者数 罹患率

登録患者 活動性結核
登録時

喀痰塗抹陽性
登録患者

登録時
喀痰塗抹陽性保健所 市町村 人　口

年末時登録患者 新登録結核患者
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東京都における結核の概況 

令和 6 年（2024 年）  

令和 7年 12月 登録番号 (7)23  

編集・発行  東京都健康安全研究センター 

企画調整部 健康危機管理情報課 

〒169-0073 東京都新宿区百人町３－２４－１ 

電 話 （０３）３３６３－３２３１ 

印 刷 所  東京コロニー 東京都大田福祉工場 

〒143-0015 東京都大田区大森西２－２２－２６ 

電 話 （０３）３７６２－７６１１ 

石油系溶剤を含まないインキを使用しています。 




